
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度９月号  
〒342-0022 
吉川市加藤６４１番地 
TEL ０４８-９８２-２３３０ 
FAX ０４８-９８４-５２７１ 
HP アドレス 

http: / /ww w. yoshi kaw a -ed . ne t / mi wa noe/  

児童の体験活動や教職員研修などの取組紹介  

 

給食費の口座振替について 
４，１００円の引き落としを予定しています。引き落としに備え、口座残高の確認をお

願いいたします。平成３０年１０月分第１回：９月１３日（木）第２回：９月２７日（木）  

※２学期より１か月繰り上げて集金となります。  

平成３０年度運動会 
【日時】平成３０年９月２２日（土）８：５０  入場開始  ８：５５  開会式  
・子供たちの演技にご期待ください。ＰＴＡ・来賓種目へのご参加協力をお願いいたします。  

児童数  １年３７名  ２年３０名  ３年３２名  ４年４３名  

５年２９名  ６年３６名  ひ・た 6 名  合計２１３名  

・勉強する子  ・やさしい子  ・元気な子  

 
 
 
 
 

 

○み んな○○○わわわ くわく○の びのび○え がおで 

主任児童委員・民生児童委員懇談会  
子供たちの様子について情報交換や

学校・家庭・
地域が一体と
なった教育活
動について確
認しました。  

 

サマースクール 
吉川美南高校の先生・生徒によるボ

ランティア
協力をいた
だき、熱心に
学習しまし
た。  

親子でクリーン作戦  
学校の廊下やトイレ・校庭が本当に

きれいになり
ました。保護
者・地域の
方々ありがと
うございまし
た。  

教職員研修（小中連携）  
東中学校ブロックで、小・中  

連携推進  
の研究を  
深めてい  
ます。  

林間学校 
５年生が奥日光方面へ林間学校に行きました。天気にも恵まれ、大自然の

素晴らしさを体験しました。  

平成３０年度  ９月行事予定 

 

雑巾を寄贈いただきました 
吉川市長寿連合会より、昨年度に引き続き、雑巾を寄贈していただきました。  
早速、親子で学校クリーン作戦の際、使用させていただきました。どうもありがとうござ
いました。  
 

ペットボトルキャップ回収について  

 こ れ まで 行っ て いた ペッ ト ボト ルキ ャッ プ の回 収

は、今回の資源回収を最後に終了いたします。集めて

いただいている方がいらっしゃいましたら、本校まで

ご連絡ください。今回分につきまして、回収させてい

ただきます。  

「私が笑えなくて、誰が笑えるの」        

校長  吉田豊彦  

４４日間といういつもより少し長くて暑い夏休みが開け

て、子どもたちの元気な声と明るい笑顔が学校に戻ってきま

した。夏の思い出と、自分の目標や計画にそって頑張ったと

いう笑顔で元気に登校できたのも、ご家庭や地域の皆様方が

見守ってくださったおかげです。また、８月１９日のＰＴＡ

親子クリーン作戦にも民生委員さんをはじめ、たくさんの

方々のご協力を得ましたことに、改めて感謝申し上げます。 

 

さて、表題の 「私が笑えなくて、誰が笑えるの」ですが、１学期

のＰＴＡ家庭学級合同人権教育研修会で「伊藤
い と う

真波
ま な み

氏」が「あ

きらめない心～前向きに生きることで必ず道は開ける～」

という演題で講演された時の言葉です。伊藤氏は、看護師を

志していた２０歳の時に交通事故で右腕を失いました。看護

師も諦めかけましたが、親や家族との関わりから、不安や葛

藤を「夢や希望」とともに乗り越え、看護師としての道に進

みました。幼小の時に始めた水泳では、北京・ロンドンパラ

リンピックの日本代表として２大会連続で入賞。また、バイ

オリン演奏や育児もしながら公演活動も行っているそうで

す。その伊藤氏に、母親は事故については一切責めなかった

そうですが、「先生には自分で腕を切ってくださいと言いな

さい。それが自分で責任をとるということだよ。」と言った

そうです。こどもの頃は親からの愛情やありがたみがわかり

ませんでしたが、事故に遭って周りの人たちに支えられて生

きていることを痛感したそうです。そして、以前のように「笑

いたい」「幸せになりたい」と心から思えるようになり、前

を向く決心をしたといいます。自分を支えてくれる周りの人

たちに余計な心配や気遣いをさせたくなくて、「私が笑えなく

て、誰が笑えるの」と・・・。子どもたちにも、苦労や試練の違いはあ

っても、乗り越える志と強い心を育んでほしいと感じた講演でした。  

 

この２学期は、「最高のゴールへ！みんなでつなげ  絆の

バトン」のスローガンで開催される運動会をはじめ、市内陸

上大会・市内音楽会、校内持久走大会等、たくさんの行事が

予定されています。子どもたち一人一人が自分の目標をもっ

て、各行事にしっかり取り組めるように、そして、その行事

に流されないよう毎時間の授業にもきちんと取り組めるよ

う、今学期も全教職員で支援してまいります。  

 


